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フードドライブ
～もったいないをありがとうに変える～

株式会社イトーヨーカ堂

経営企画室 CSR・SDGs推進部

マネジャー 大日向 晃子

2023.2.21
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・お客様の生活の場(地域社会)の存在があってこそ、私たちの事業が成り立っている。
・地域社会が持続可能なものになるよう「サステナブル経営」の推進が必要。

私たちの事業基盤は地域社会
店舗数

約22,700店
(国内)

来店客数
約2,220万人/日

(国内)

セブンプレミアム
売上

1兆3,800億円
nanacoカード
発行枚数

約7,020万枚
(累計)

お店があって…

ご来店頂き…

お買い上げ頂き…

お支払い頂く…

セブン＆アイグループの概要

数字は22年2月末時点
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・会社概要
株式会社 イトーヨーカ堂 代表取締役社長 山本 哲也

・創 業 1920年 ・事業内容 小売業
・資本金 400億円
・売上高 1兆386億６,400万円（2022年2月現在）

従業員数 26,083名 2022年12月現在 126店舗（丸大新潟店含む）

株式会社イトーヨーカ堂
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社是／創業の精神“商いのこころ”

名誉会長 伊藤 雅俊

お客様は来て下さらないもの、

お取引先は売って下さらないもの、

銀行は貸して下さらないもの、というのが

商売の基本である。

だからこそ、一番大切なものは信用であり、

信用の担保はお金や物ではなく、

人間としての誠実さ、真面目さ、そして何より真摯さである。

社
是

“
商
い
の
こ
こ
ろ
”

創
業
の
精
神
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【GREEN CHALLENGE2050】取り組み
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フードドライブの取り組み

6

「フードドライブ」 食品ロス削減の取り組み
2019年イトーヨーカ堂は、神奈川県のフードバンクかながわ様から協力を
頼まれたことがきっかけになった。
一部の店舗で「フードドライブ回収ボックス」をおいて、
期間限定のイベントとして実施。

「寄付できる食品が家にたくさんある。食べられるのに捨てられる食品を必要と
する方々にお届けできるのは嬉しい」
「期間限定にせずつづけてほしい」お客様からの声が多かった
※フードバンクかながわ様と連携させていただき、神奈川県下の店舗から
徐々に広がりました。

2020年6月 イトーヨーカドー横浜別所店から常設スタート。
2021年2月 19店舗 神奈川・埼玉
2022年2月 43店舗 神奈川・東京(3店舗)・札幌・仙台

兵庫・大阪
2023年2月 75店舗 神奈川・埼玉・千葉・東京(2店舗)
2024年2月 90店舗 首都圏・地方 店舗拡大予定
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イトーヨーカドー フードドライブの取り組み

１．「お客様と一緒に」 社会貢献活動ができる。

２．「地域から地域へ」 ～地域のフードバンク団体と連携し、
高齢者施設や地域の子ども食堂などへ無償で寄付をしています。

３．「安全・安心」を第一に運営～店内に回収BOXを設置しています。

４．「可能な限り早くお届け」～店舗への集荷を定期的に実施して
いただいております。

５．「感謝をこめて」 ～フードバンク団体（又は自治体）から回収量
を報告いただき、お客様へ感謝の気持ちを込めて回収量や寄付先
を店内掲示しています。

お客様とご一緒に 「もったいない」を「ありがとう」へ変える
フードドライブ活動 ５つのポイント

◆実施の全店にて、統一フォーム
御礼ポスター掲出
社会にとって良い取組みを伝え、
お客様にご協力をお願いする
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フードドライブ 寄付食品について

■寄付できる食品
・穀類（お米、小麦粉等）
・缶詰
・インスタント・レトルト食品
・お菓子（クッキー、せんべい等）
・調味料（食用油、醤油、味噌、砂糖等）
・乾物（乾麺、海藻等）
・飲料（アルコール類を除く・みりん・料理酒は可）

■受付条件
・未開封のもの
（外装が破損していないもの）
・賞味期限が２か月以上残っているもの
・常温保存できるもの
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フードドライブ お客さまの声

埼玉県 コバトン記者団
アリオ川口店を取材

フードドライブ実施店でのお客様の声
・今までも寄付したかったが窓口が見つからなかったので、
身近なイトーヨーカドーで回収してもらえて良い。
・生活にお困りの皆さんに寄付することができ
社会貢献ができて良かった。
・一人暮らしで食べきれず、食品を必要とする方々に
お届けしていただけるのは嬉しい。
・サービスカウンターでお礼とフードドライブ活動の説明が
あり感謝です。イトーヨーカドー店内で安心・安全だ。

地域からの取材

※ 未開封・常温保存 米・缶詰・麺類・調味料・お菓子の寄付が多い

・ギフトで頂いた商品で、自分に合わないものがあった
フードドライブの存在を知っていたので利用した。
使ってくださる方がいれば、ムダにならず良い。
・フードドライブは、すごく良いと思う。
娘が子ども食堂に参加していて困っている人は多い
食品ロスを防いで支援につながる。
・きれいなオレンジ色の専用回収箱を見つけ、
遠くから目立って、わかりやすくて良い。
他店も同じオレンジ色の回収箱で見つけやすい。
・オレンジの回収箱に、フードドライブの説明が
書かれていて、子どもたちにも絵でわかりやすく、
勉強になった。
子どもたちの目線にあわせて書いてあり、ありがたい。
・学校の宿題で、フードドライブに興味を持ち
お菓子を寄付した。
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社会問題である「食の支援」と「食品ロス削減」に貢献
店舗を活用したフードドライブ活動、20年6月常設スタートし75店舗に拡大

食品ロス・食品リサイクル対策

イトーヨーカドーやアリオのお店で、身近な場所が回収の拠点となり、
地域のお客様と一緒に、社会課題の解決に取り組んで喜んでいただくこと。

2020年～2023年1月迄

回収重量 累計 64トン

GREEN CHALLENGE2050
よろこビーバーキャラクター

を使用した
イトーヨーカドーオリジナル
回収BOXを店に設置

・1週間あたり、1店舗の最大回収箱の量
ダンボール大ｻｲｽﾞ 30箱

9月・10月・2月 贈答品の寄付が多い

・【寄付された食品】
未開封・常温保存
多い順 米・缶詰・麺類・お菓子・調味料
※対象外 冷凍・冷蔵食品、ｱﾙｺｰﾙ類、ﾍﾟｯﾄﾌｰﾄﾞ
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フードドライブ実施店舗

75店舗
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次の100年へ
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ご清聴ありがとうございました


